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先
々
週
、
清
瀬
で
は
最
高
に
素
晴
ら
し
い
こ

と
が
あ
っ
た
の
で
す
。
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で

清
瀬
が
主
な
舞
台
に
な
っ
て
い
る
是
枝
監
督
の

映
画
「
海
よ
り
も
ま
だ
深
く
」
が
上
映
さ
れ
ま

し
た
。
終
了
後
、
約
７
分
間
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
そ
う
で
す
。
人
々

の
優
し
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
映
画
で
す
。
だ
か

ら
、
清
瀬
に
住
ん
で
い
る
と
100
歳
で
も
元
気
な

の
で
す
。
こ
の
人
で
す
。
輪
投
げ
を
し
て
い
る

大
槻
た
け
さ
ん
で
す
。
優
し
さ
と
愛
は
人
を
元

気
に
し
ま
す
。
清
瀬
は
85
年
前
に
、
当
時
、
国

が
な
く
な
る
と
ま
で
恐
れ
ら
れ
た
結
核
の
病
院

の
建
設
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
多

い
時
は
５
千
人
以
上
の
患
者
が
清
瀬
に
い
ま
し

た
。
苦
し
み
な
が
ら
必
死
に
な
っ
て
生
き
て
い

た
沢
山
の
人
達
の
思
い
が
、
見
え
な
い
で
す
け

ど
、
き
っ
と
清
瀬
の
ま
ち
を
包
ん
で
い
る
で
し

ょ
う
。
だ
か
ら
、
清
瀬
は
優
し
さ
と
愛
の
ま
ち

で
す
。

　

も
う
一
つ
、
南
ア
フ
リ
カ
原
産
の
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
リ
リ
ー
と
い
う
花
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
花

の
栽
培
に
成
功
し
た
農
家
が
清
瀬
に
い
ま
す
。

そ
の
農
家
が
南
ア
フ
リ
カ
に
も
う
一
度
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
リ
リ
ー
を
増
や
す
た
め
ア
フ
リ
カ
を
訪

清
瀬
市
長

問
し
て
い
ま
す
。
夢
の
あ
る
男
が
清
瀬
に
い
ま

す
。
お
時
間
が
あ
っ
た
ら
ご
案
内
し
ま
す
。
結

核
研
究
所
で
の
皆
さ
ま
の
研
修
が
そ
れ
ぞ
れ
の

お
国
の
人
々
の
幸
せ
に
繋つ

な

が
る
事
を
心
か
ら
祈

念
し
て
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

笑
う
門
に
は
福
来
た
る
、
改
め
て
笑
顔
と
ユ

ー
モ
ア
の
「
力
」
を
感
じ
ま
し
た
。
５
月
30
日
、

54
年
目
の
国
際
結
核
研
修
開
講
式
が
あ
り
、
８

か
国
16
人
の
医
師
な
ど
の
方
々
が
清
瀬
に
お
い

で
に
な
り
ま
し
た
。
全
く
の
初
対
面
で
す
。
私

は
英
語
を
ほ
と
ん
ど
話
せ
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

国
際
協
力
機
構
の
研
修
監
理
員
が
通
訳
し
て
く

れ
ま
す
。
言
葉
が
直
接
に
は
通
じ
な
い
も
の
で

す
か
ら
、
い
つ
も
以
上
に
身
振
り
手
振
り
笑
顔

満
面
、
体
全
体
で
語
り
か
け
ま
し
た
。
す
る
と

緊
張
さ
れ
て
い
る
研
修
生
の
方
々
も
笑
顔
に
な

っ
て
く
れ
、
目
と
目
の
語
り
合
い
も
お
互
い
の

喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。
ザ
ン
ビ
ア
の
お
医
者
さ

ん
に
は
「
３
年
前
に
研
修
に
来
ら
れ
た
女
医
さ

ん
に
ま
た
会
い
た
い
で
す
と
伝
え
て
く
だ
さ

い
」
と
お
願
い
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
以
下
、

私
の
あ
い
さ
つ
で
す
。

　

ピ
ュ
ア
ー
で
プ
テ
ィ
だ
け
ど
プ
リ
テ
ィ
ー
な

ま
ち
、
清
瀬
に
よ
う
こ
そ
お
い
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
７
万
５
千
人
の
市
民
を
代
表
し
て
心
か

ら
歓
迎
し
ま
す
。

※
今
回
の
俳
句
は「
第
７
回
石
田
波
郷
俳
句
大
会
」の
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
か
ら
。学
年
は
大
会
時
の
学
年
。

小
・
中
学
生
の
俳
句
を
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

選
評
＝
石
田
波
郷
俳
句
大
会
実
行
委
員
会

●
ワ
ク
ワ
ク
と
ド
キ
ド
キ
が
あ
る
夏
ま
つ
り　
　
　

三
小
二
年　

宮
嶋
愛
花

　
（
評
）
ワ
ク
ワ
ク
と
か
ド
キ
ド
キ
と
い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
擬
音
語
、
擬
声
語
、
オ
ノ

マ
ト
ペ
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、動
作
や
状
態
を
音
声
化
、文
字
化
し
よ
う
と
い
う
技
法
。

こ
こ
で
は
作
者
の
心
の
状
態
を
表
す
二
つ
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
重
ね
て
、子
ど
も
に
と
っ

て
の
「
夏
祭
り
の
す
べ
て
」
を
表
現
し
た
。
こ
れ
以
上
の
表
現
は
な
い
だ
ろ
う
。

●
か
さ
の
花
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
へ
つ
ゆ
の
え
き　
　
　

六
小
四
年　

井
崎
大
智

　

 

（
評
）
か
さ
の
花
、
と
い
う
の
は
お
と
な
に
は
お
な
じ
み
の
表
現
か
も
し
れ
な
い
が
、

四
年
生
に
と
っ
て
は
上
出
来
。
し
か
も
、
そ
う
は
い
っ
て
な
く
て
も
こ
の
中
七
の
表

現
で
、「
朝
の
駅
」
の
情
景
だ
な
と
い
う
こ
と
が
充
分
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
徒
歩
で
来

る
人
、
近
く
の
バ
ス
停
か
ら
駅
に
向
か
っ
て
く
る
人
、
人
々
の
足
早
な
動
き
さ
え
見

え
る
よ
う
だ
。

●
朝
顔
が
朝
の
光
に
気
づ
い
て
る　
　
　
　
　
　

八
小
四
年　

冨
田
侑
起

（
評
）
熱
帯
ア
ジ
ア
原
産
で
、
長
く
日
本
人
に
親
し
ま
れ
て
き
た
朝
顔
は
、
い
つ
も
そ

の
名
前
の
よ
う
に
朝
起
き
た
時
に
は
き
れ
い
に
咲
い
て
い
る
。
そ
こ
が
作
者
に
は
不

思
議
だ
っ
た
の
だ
が
、そ
う
か
、人
よ
り
敏
感
に
先
に
朝
に
な
る
ん
だ
、と
理
解
し
て
、

そ
の
発
見
が
そ
の
ま
ま
五
七
五
に
は
ま
っ
て
定
型
の
力
で
読
者
に
も
よ
く
伝
わ
っ
た
。

市 内 陸 上 記 録 会 の 結 果
　

５
月
22
日
、国
立
看
護
大
学
校（
梅

園
一
丁
目
）
で
「
第
33
回
清
瀬
市
小
・

中
学
生
陸
上
記
録
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
421

人
の
選
手
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
、
自
分
の
記
録
に
挑
戦
し

ま
し
た
。こ
の
日
更
新
さ
れ
た
学
年
・

種
目
別
の
新
記
録
と
記
録
更
新
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

★
新
記
録

︱
小
学
生
200
㍍
リ
レ
ー　

小
２
女
子

＝
白
田
梓
・
宇
和
島
陽
音
・
掛
川
沙

夏
・
石
原
凛
音
（
清
小
）
39
秒
48

︱
小
学
生
400
㍍
リ
レ
ー　

小
６
男
子

＝
中
所
隼
人
・
川
口
大
樹
・
縣
圭
佑
・

大
久
保
歩
武
（
十
小
）
58
秒
73

★
タ
イ
記
録

︱
小
学
生
50
㍍
走　

小
６
女
子
＝
橋

本
小
春
（
八
小
）
７
秒
64

正
田
園
長
（
左
）
と
清
瀬
消
防
署
長

　身近なイベントや、まちかどの
話題を皆さんから募集しています。

清瀬市少林寺拳法連盟が
「生涯スポーツ優良団体」として表彰

第 ３ 保 育 園 に 清 瀬 消 防 署 長 感 謝 状 を 贈 呈

　５月８日、東京体育館（渋谷区千
駄ヶ谷一丁目）で、第 69 回都民体
育大会合同開会式が開催され、平成
28 年度東京体育協会表彰事業が行
われました。
　清瀬市少林寺拳法連盟は、昭和
49 年からの活動実績が認められ公
益財団法人 東京都体育協会から「生
涯スポーツ優良団体」として、表彰
状と記念の盾が授与されました。

　４月 26 日、清瀬消防署は、
近隣で発生した火災を発見し、
通報・消火活動を行った第３保
育園に清瀬消防署長感謝状を贈
呈しました。
　この火災は、４月 20 日に市
内で発生したもので、近くで火
災を発見した園長が直ちに職員
に呼びかけ「消火班」「通報班」

「避難誘導班」を編成し消火器

小学生 50㍍走

小学生 200㍍リレー女子

国際結核研修開講式での集合写真

清
瀬
市
少
林
寺
拳
法
連
盟
の
島
澤
良
次

理
事
長
（
左
）
と
雨
宮
秀
樹
事
務
局
長

やホースなどで消火活動を行いました。今回の感謝状贈呈は、その
チームワークある適切な行動と、近隣の火災にも対応した功績を称
えるものです。受賞した正田園長は、「いつもの自衛消防訓練どお
りの行動ができました。園児たちが無事でなによりでした」と話し
ていました。

①技能功労者表彰

表彰の基準　多年にわたり同一の
職業に従事し、その功労が顕著と
認められ、次のいずれにも該当す
る方。㋐５年以上継続して市内に
居住している方㋑ 30 年以上にわ
たり技術者としての経験を有する
60 歳以上の方㋒優れた技能を持
ち後進の模範となっている方
対象となる職種　石工、タイル工、
造園・植木職、鳶

と び

職、大工、左官職、
建具職、表具経師、畳職、塗装工、
配管工、桶

お け

職、和・洋裁師、理容
師、美容師、板金工、調理師、製
菓技術職、豆腐製造職、電気工事
士、時計修理士、写真師、下

げ た

駄職、

製靴職、印刻師、クリーニング師、
はり・きゅう・あんま・マッサー
ジ・指圧師、農業従事者など
②市民表彰

表彰の基準　市民または市に関係
のある個人・団体で、市の公益に
関して特に功労顕著と認められ、
その行為が 20 年以上継続してい
る方
推薦方法　６月 30 日までに下記
各係にある推薦書に必要事項を記
入し、直接①は産業振興課産業振
興係☎ 497・2052 ②は秘書広報
課秘書係☎ 497・1807 へ（いず
れも自己推薦は不可）

優 れ た 技 術 者 な ど を 推 薦 し て く だ さ い

「清瀬市第２次教育総合計画マスタープラン基本構
想（案）」に関わるパブリックコメントを募集します

　いただいたご意見は、その意見に対する清瀬市教育委員会の考
え方と一緒に後日公表します。
対象　市内在住・在勤・在学の方または市内に事業所を有する個
人及び法人その他の団体、この事案について直接的に利害関係が
生じると認める方
基本構想（案）の公表場所　教育総務課、市役所行政資料コーナー

（市役所本庁舎３階）、各地域市民センター、中央・駅前図書館、
生涯学習スポーツ課、男女共同参画センター、児童センター、清
瀬けやきホール、コミュニティプラザひまわり、市ホームページ
結果の公表　８月下旬に上記公表場所と市ホームページで公表
※ 意見提出の際には、必ず住所・氏名などの記載が必要です（公
表はしません）。提出された意見には個別の回答はしませんが、同
種の意見が複数ある場合は要約し、市の考えをまとめて公表しま
す。
※必要事項が記載されていない場合は、原則としてパブリックコ
メントとしての取り扱いはできません。
提出方法　６月 15 日から７月８日（必着）までに、住所・氏名・
対象事案名（清瀬市第２次教育総合計画マスタープランについて）
を記入し、直接窓口または郵送、ファクス、市ホームページ内
の専用フォームのいずれかの方法で、教育総務課庶務係☎ 497・
2537 492・2415 へ


